蛇神と雷神 by 鈴木, 武晴
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既にして
呈
后、則ち
神
の教の験有ることを識しめ
し
て、
さと
三つかみ
t
つかみいの立つ
みづか
にK公た
う
更に
神抽を祭り記りて、拐ら
西を
征ちたま
ぉ｀“
こcみとレっぇだ
？｀
とさ
なかはみづ
はむ
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。愛に神田を定めて佃る。時に傭の河の水
贔せて
、神
田
に
配
けむ
5叫
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、ユE
を
掘
る
。�
nt 
恥
る
に
、
対姻虹～
て、
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と得ず。旦
后、武
9
え＃1も
め
たちががみさ3
0
王がみくにつかみいの
内宿禰を
召
し
て、
鋸鏡を捧げて
神祇
を
鳩
祈りま
u
 
？ムとは
もと
と»
ヵ
さしめて、溝を通さむこ
とを求む。則ち宮時に、宙霞
そい
はム
さ
み
づ
かれ
欝
窟
して、其の啓を蹴み裂
き
て、水を通さしむ。故、
蛇神と雷神は、殷耕と密接に結びついた存在である。
蛇神と雷神は、その意味において、なんらかの必然的
oo
係をもつはずである。そして、この両神の必然的関係を明らかにすること
は、神話理解のーつの契機でもあると
思うのである。
9日本書紀し神功旦后摂政前紀（仲哀天皇九年四月）
の記Eを掲げる。
鈴
蛇神と雷神
木
武
晴
t
っなっ
は
かしと
天星、聞しめして使者を遺して、白＃ュを案へ問はしめ
み
これは、神功皇后が、神田に河の水を引こうとする時
の話である。農耕には、水が必要である。そして、その水は、水を支配する神 よってもたらされ、農耕
が
可能
となろ。
この神話において、水を支配する神は、いったいどう
いう神なのか。
それは、「飽鯰」というものに象徴さ
れ
る蛇神
である
と私は思う。
皇后が武内宿禰を召して、籾錢を捧げて 祇を襴祈り
かしとさ
まさしめると、雷霞震震して、啓を蹴み裂いて、水が通じたということ 飽鏡の威力によって笛を銹 、その胃の力で水を通じさ
せ
たと理解できる。
鋭と蛇との関係をあらわすものに、9日本告紀L巷第
十四・雄略天旦三年の
記
事がある。
そ
れ
は、
既即畝
a
酎
が、
伝畔睛幻どかい
の
畔
叫醗部畔
t
遍こゅ
彦との交わりを議言し の 、武彦の父択宮喩が聞いて禍の身に至ること 恐れて、武彦を惨殺した後の話であろ
。 と史ッ
なづ
さi'，ム
ぃ
時人、其の溝を蜆けて裂田溝と日ふ。
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Cえうや
っこ
し
たまふ。皇女、封へて言さく、「妾は、識らず」と
ま
うす。雌にして
女没叫畔f
を
即
り
印ら
て、
歪冠辮
かはりC9
い
ひとあり
うかかかが
み
河の上に詣でまして
、人の行かぬところを伺ひて、競
うづわな
し
なさ
うなか
を坪みて粧き死ぬ。天皇、皇女
の不在ことを疑ひたま
っね？ネて
とさまかうさま
もと
すなは
ひて、恒に闇夜に東
西
に求鴬めしめたまふ。乃ち
かは6dとりぬじ
を2ヮCと
よっゑ
い
つ？ぶ
河上に虹の見ゆること蛇の如くして、
四五丈ばかり
たも
11
う
たらyEろ
なり。虹の起てる虞を掘りて、神鏡を獲。移行未遠にして
、皇
女
5
畷
を
印た
り。
即
きて
配れば、匹
5呼
に
叫伽
あみづ
を
有りて水の如
し
。
この話において、虹ー蛇ー鏡 関連
理解できる。虹
と蛇は同じものと見なされ、鏡は蛇に関連するもの、蛇を象徴するものとして捉えら ている。
籾についても、天叢震朗が大蛇の尾から発 されたこ
とから、蛇の象徴物としての役割を担うものとして捉えるこ ができる。
紡と錢は蛇の象徴物であったので る。そして、r日
本宙紀し神功皇后摂政前紀の話は、＇こうした蛇の象徴であろ靱と錢を合わせもった「朗鏡」の威
力によって、雷
神の力を誘い、その雷神の力によって岩をふみさき、水を通じさせたと う
よ
うに理解できると私は思う。図式
化すれば、蛇ど胡鏡（紡と鏡）よ霞とな
り、
雷神の活躍
このr日本裔紀
L神功皇后摂政前紀の話は、股耕にお
ける
蛇神と雷神との関連を端的に物語るものである。蔑
耕に
お
けろ水を支配する神
は蛇神なのである。そして、
雷神は蛇神の力に
よって誘引されるものなのであ
る。
こうした
神話における蛇
神と雷神との関連が、r日本
霊異記4}r古今著問集Lなどの説話文学にも、受けつがれているのを見ることができる。
．
いかづら
ムガッビ
r日本霊異記L上巻第三の「
雷の恐を
得て、
し
あ
生ま令めし子の強き力在る緑」の話を取りあげる。
みゆら
かたわ
道場法師は、尾張因阿育知郡片＿絶の里の農夫の家に生
まれ
た。その典夫は、雷を助けたかわりに寄せ子
(11
後
の通場法師）を得たのである。この寄せ子が、十二．――­歳の時に、都に力人がいると聞き、 くらぺをしようと大宮の辺にやってくる。そして都 力自慢をほこる王との力競ぺに勝つ。後に、小子は、元即寺の窟子となり、夜どとに寺の鐘堂において鎚つきの童子を殺していた鬼を退治したり
、あるいは、寺の田に水を引くこ
とを
王た
ちに妨害されると、大石で、諸王の田の水門を塞ぎ、水 の背後
に
横たわろ蛇神の力を見おとしてはいけないので
あ
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の
開塞を司ど
りもする。
この話におい
て、
寄せ子
(11
後の道場法師）は、
次の
ように描写されていろ。
ヘみ
まと
ムたりiッ
然して後に産まれし児の頭に蛇を綱ふこと二遍、
首尾
後に垂れて生
ま
る。
この表現を見ろ
かぎり、
この
寄せ子は蛇の象徴として
の具現であったので
はないかと思う。
蛇を頭に纏ふとい
うこ
との他の例証として、
縄文土偶に女性神の碩部にマ
ムシを戴かせているも
がある。
この女性神は蛇巫であ
り、
自らその
蛇神たることを暗示するものである。
蛇を頭に纏った寄せ
子が、
成長し、
力競ぺをしたり、
鬼を退治したり、
石や鋤を用いて用水路の開塞を司どっ
たりして活躍 、
道場法師の名を得、
後まで語りつがれ
ていくので
あろ。
この話において雷神は
迎場法師の話
を導き出す補助的役割をはたしているにすぎない
。石
や
鋤を用
いて用水路の開塞を司どろ
のは、
蛇神
の具現であ
ろ道場法師なのである。
この道場法師の話の流れ
をくむもの
として、r
古今著
問集A第十、
相撲強力第十五の大井子の話がある。
佐伯氏長が、
宮中の相撲の節会に召されてのぽろ途中、
川で水をくんで
いた大井子
があまりかわ
いらしいので、
馬から降りて、
その女の腕を
つかんだところが、手をわ
きにはさまれてどう
しても抜けなくな
り、
そのまま大井
子の家まで迎れてゆかれろ。
大井子は、
氏長が宮中の相
撲の節会に召されていろことを聞き
、氏
長の非力さをさ
とし
て、
力をつけてやろために氏長を三迎間ほど大井子
の家に逗留させる。
そして、
その晩から強飯を握って氏
長に食わせた。
その握り飯は硬くて歯も立たなかったが、
二週間目からはどうにか噛み割れるようになり
、三
週間
目からは
りっばに食えるようになったの
で、
大井子は氏
長を都へのほらせ
た。
また、
この大井子は、
田など多く
もっていて、
村人との水争いにおいて、
大石によって水
の開塞をほしいままにすろ。
大井子が道場法師の流れをくむもの
とするのは、『
日
本霊異記
A中巻、
力女
強力を示す緑第二十七の話の尾張
宿祢久玖利 妻が、
追場法師の孫であることから、
大井
子も
道場法師の孫の系統の女であると判断できるからで
ある。
との大井子は、
大
石を用いて用水路の開塞をほしいま
まにするが、
大井
子が道場法師の孫の系統の女であろな
ら、
蛇神
の象徴としての
具現としてこの大
井子
を捉える
こ
とが
できる。
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大井子
を蛇神の象徴としてみ
ることに
は、まだ十分な
証明をなし得ないが、
たとえば、
中年の寡婦が豚人を留
めて契ろう
と
したが逃げられ、
蛇体となって追うとい
っ
た道成寺説話（r今昔物語L巻十四・「紀伊国道成寺僧写法
花救
地語第三」）とからめて、
大井子の蛇性
レ
＿ 
を説明する
ことも
できる。
力競ぺに、
建御名万神が建御
たらひ
雷神の腕をつかむとその腕が「立氷」と化し、
また「郎
刃」と化し、
逆に建御名方神が建御雷神に腕を取られろ
と、「若華」の如くつぶされた
という
話が、r古事記L
の国譲りの
建御名万神と建御雷神の対決の条に見られろ。
この両神は、
共に雷神の性格を備えた であ
った。また、
その力競べに関連して、
雷神が力士の容に似ている
とい
うことは、十分考えられることであり、
そ
の場合、
雷
神
を川の神
である蛇神が力づけるというケースも想像され
ろ
。神功皇后摂政前紀の
よう
に、r
日本霊異記兄4巻第三
の話やr
古今著問集
と第十相撲強力第十五の話において
も、蛇神が用水路
の開塞と深く関わっていることがわか
る。
神功皇后摂政前紀
においては、
効鏡として現われた
蛇神が、雷神の力
を誘引し水を通じさせたのに対
し
、
『日
本霊異記
4においては、
道場法師という人間として
具現化された蛇神が、
また、r
古今著聞集
4においては、
大井子
という人間として具現化され
た蛇神が、
用水路の
開塞を司どっ
てい
ろのであろ。
そして、神功皇后摂政前紀ゃ道場法師の話は、蛇神の
雷神に対する優位性を示す
ものと
して
も捉えろことがで
き
ろ
。
さて、
以上の考察を踏まえた上で、
先の、
9
日本霊異
記兄4巻第三の話に登場する「鋤柄」
について考
察して
みたい。
鋤柄については
松本信弘氏が、その著書、r
日本神
話の研究Lに
お
いて、
このr
日本霊異記
f4
巻第三の話
から、
鋤は「雷神を牽引する力
を持っておろ」と推論し
ておられろ。
また、
氏は、『
日本霊異記
L第一の「緋穫
著レ額茅
1一赤幅梓
P9
馬」
という表現ゃ、，賀茂縁
起L
において、御祖神たちが昇天した別雷神を恋慕うと、
別雷神が、「吾に逢わんがため
には
天羽衣・天羽裳を造
た
って火を矩き鉾を撃げて
．．．．
． 
吾を待てよ」
とい
っ
た表
現を
もと
に、矛も、
雷神を牽引する力を持っておろ
と推論してお
られる。また
、守屋俊彦氏は、『続日本第
異記の研究
4に
おい
て、
雷神は、
いう
までもなく、
水神である。すれば、
鋤を
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水 門 の 口 に 立 て た と い
うのは
、そこに招いた雷神の助
力によ
っ て 、 田 に 直 接 水 を 入 れ る 儀 礼 で あ っ た と も み
られる
と述べておられろ
。
私は、鋤．矛は、蛇の象徴物であったのではないかと
思 う 。 先 の ， 日 本 密 紀 はt 功 皇 后 摂 政 前 紀 に お い て 、 蛇の 象
徴
物
であ
る朗鏡によって、雷神の力
を誘引したよう
に、鋤や矛も蛇の象徴物であり、鋤・矛という形をとった蛇神の力によって
、雷神の力を誘引するとみることが
できるのではないか。
9 日 本 雹 異 記 ヽ士 巻 第 三 の 話 で は
、次のよう
に 描 写 さ
れて
い る 。
n 會 9 ム
田 を 作 り 水 を 引 く 時 に 、 小 細 雨 降 る が 故 に 、 木 の 本 に惑“ ‘ 紅 忌
を
出
きて立つ
。 時 氏霞鵡 る 。 即 ち 恐 り 驚
き 金 の 杖 を蛉石 て 立 つ 。 即 ち 雷 彼 の 人 の 前 に 町 ち
て 、
峠
と
成
り
和 知
ひ
即
す
。
農夫が、金の杖をさ
さ げ て 立 つ と 、 雷
はその
農夫の前
に堕ち、小子となって随
ひ
伏 し た と い う こ
と
は 、 明 ら か
に 富 に 対 す る 金 の 杖
(11
鋤 ） の 優 位 性 を 物 語 る も の で あ
り、鋤と
いう象徴物に現われた
蛇 神 の 雷 神 に 対 す る
優位
性 を
示 す も の で あ る 。
このr日本霊異記ヽ4巻第三の話の、金の杖と雷との
関 係 の 描 写 は 、 同 じ 『 日 本 霊 異 記 L の 上 巻 第 一 の 「 雷 を捉 ふ る 縁 」 の 話 の 、 屁巧寧 と 雷 神 と の 関 係 の 描 写 と 酷 似す る
。
ア ケ 点 ， 捉5立
てこいとい
ぅ 輝暉 天
m
の 命 令 を 受 け た 栖 軽 が 、
緋の穫を額に著け
、赤き幡梓を撃げて、蛭の諸越5町に
至 り 、 「 雷 神 と
雖 も 、 何 の 故 に か 天 皇 の 請 け を 聞 か 不 ら
む 」 と 叫 び 、 走 り 罷 る 時 に 、 豊 浦 寺 と 飯 岡 と
の間に雷が
落 ら た と い う の も 、 穫 ・ 梓 の 宙 に 対 す る 優 位 性 を 示 す もの で あ る 。 穫 は 、 r 蛇
ー 日 本 の 蛇 信 仰 L （ 吉 野 裕 子 著 ）
に
よ れ ば 、 蛇 と し て 見
たてられ
た植物であるから、この
「雷を捉
ふる縁第一」の話も、穫・梓という象徴物に具
現化され
た 蛇 神 の 、 雷 神 に 対 す る 優 位 性 を 示 す も の と し
て捉えることができるのである。
鋤を、角状をなしている加かずをとして捉えても、
か
ら
すきが蛇の象徴物である
こ
とにはかわりない。角状の
形は円錐形であり、円錐形
は、
蛇 の ト グ ロ を 巻 い た 姿 の
象 徴 で あ
り 、 円 錐 形 を 狭 む 二 本 の 棒 を 蛇 の 角 と 考 え て も 、
角と角とに狭
まれた箇所の項点は、角状の円錐形の頂点
に あ
たり、そこは
、まさしく蛇の頭（目）の箇所にあた
る。
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鋤 柄 は 、 r 時 代 別 因 語 大 辞 典
LICよると
、 「すきの柄。
かし材などの堅いものが用いられた」とある。かしの木は 、 堅 ＜ 弾 性 が あ り 、 器 具 材 ・ 建 築 材 ・ 船 胎 材 ま た は 炭
．
材などに用いられた。また、r古事記L下巻の歌謡に
み し ろ
い つ か し
か し
御 諸 の
厳白樽がもと
白樟がもと
ゆ ゆ し き か も
→今
唐働0く大和絹作鵬抄〉
からすき
錐 形
・
特 殊 例 — 梶 （ 解 字 法 に よ る ）
と あ る が 、 か し の 木 も蛇に見たてられ た の で は な い か 。
『 蛇 — 日 本 の 信 仰 ト に 掲 げ ら れ て い る 「蛇巷き」と
い う奈 良 県 磯 城 郡 東 村 大 字 鍵 の 原 始 的
神巾を見ると、樫
の 木 で 作られた鋤・鍬など の 道 具 が蛇信仰の重要なモ チ
蛇
蛇 の 頭 相 似 — ほ う ず き 実 英
藤•藤等
動
態
|4虚
植
物
類
（蛇行状）
かしは り を と め白樗原童女
と 歌 わ れ て い る 。 御 諸 は 、 三 輪 の 社 で あ る 。 後 に 示 す が 、
し
＾～ 
三輪 山 の 神
は 蛇 神 で あ る から、この歌謡 は 、 蛇 神 と 白 樗
との
関 連 を 暗 示 す る も の で あ ろ う 。
そ し て 、 か し の 木 は 、 古 代 で は 非 常 に 重 要 視 さ れ 、 神
木的なものであったのではないかと思われる。
蛇に見たてら れ た 植 物 一 覧 ( 9蛇ー日本の蛇 侶 仰 品m
収 ） に よ る と 、
蒲 葵 · 椋 椙 ・ 横 榔
静 態 ー斗 棉 （ 竹 柏 ） ・ 黄 心 樹 ・ 朴 木
（ 男 根 状 ）
竹 • 松 ・ 杉 ・ 桧 等
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＞．ヽ
と
カ ーフとなっていることがわかる。神事当日の朝、目方七十貫も
ある藁蛇をつくる。蛇体
が出来上る 、樫の木で、鍬・鋤·鎌・備中・横槌などの野道具の小摸型をつくり、それを白紙でつつみ、上から紅白の水引をかけ 五寸口位の青竹の先を二つ割にして挟む。これをドサン箱といって 神社の境内や社務所に飾っておくというものである。
以上の考察から、鋤は蛇の象徴物としての威力をたず
さえていたといえる ではないか。
9日本裕紀L神代下の味侶高彦根の神は、
や天も
な
み る
谷ii や
お�危弟織女のふたわた二渡らす
うなたヱ
みす茎つ
飩かせる
玉の御統の
味町蹄毅即
のように描写さ
れている。
'
ユ専結という蛇の象徴物を名に
もつ味結高彦根の神は、蛇
神そのもの
の力を共有していたのではな
い
か。
ぁ'¢ま穴玉は
よそひ4るは
令をムたたに
時に、味紀高彦根神、光儀華艶しくして、二丘二谷のぁてりわた間に映ろ
これについては既に、倉野憲司氏の，古典と上代精神L
の「賀茂系神話との関連」に、
古事記に所謂迦毛の大御神即ち阿遅組高日子根神にも
す
亦雷神としての性質が窺はれる。この神の名に「組」の語が見えるのは、そ
の
ーつの表はれであらう。組は
丹塗りの矢と同じく、雷神と関係の深いも であった。
と述べられている。
そして、こ 雷神
が
即ち蛇神で
も
あった。これは、後
に示す，日本書紀L雄略七年の、スガルが捉えた三諸山の神の形が即ら蛇で
あったという話と
、この三諸山の大
三輪の神の子に加茂君等が という
軍実とによって衷
づけられる。
このように、味組高彦根の神を蛇
し
てとらえるな
らば、「玉」は蛇 目の象徴とし
て捉えることができる
のではないか。．
古代人にとって蛇
の目の光は、異常なものに思われた
のである。
こ
れは、雄略紀七年秋七月の記事を見てもわかる。ま
やっ
な
た、9常陸風土記あ行万郡の条において、蛇を夜刀の
たら
神というのも
、夜、太刀
が、月の光などに
よ
って、きら
っと
光るのを、蛇の目の光として捉
えたからであろう。
太刀は蛇の象徴物である。
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やっ夜刀という文字に現わされた古代人の蛇に対する畏敬
というものが感じられるので
ある。
こ
の味紀高彦根神の妹の下照姫も、赤く芙しく照る姫
であるのも、この
味紀高彦根の光と共通している。
味結高彦根神も妹
の下照姫も、大因主神の子であろ。
大国主神は、八千矛の神でもある
。
蛇の象徴物としての
矛を持った大国主神 蛇 としての
性格をあ
わせもっ
た神で
あろう。そして味結高彦根神や妹の下照姫も、大
国主神の蛇神としての性格を受けつぐのは、当然のことである。
雷神はすなわら蛇神であると考えられ
ていろが、私は
は雷神は
蛇神から生まれたもので
あると思う。あくまで、
蛇神が主であり、その蛇神から雷神が生まれたのであろと思う。
『日本苔紀A雄略天皇七年秋七月の記事に、
周
ムみづさ4のえいgついたち父ツよおひ
らいとペ
七年の秋七月の甲戌の朔丙子に、天皇、少子みCぷツソのたま
か
み
かたら
に詔して日
はく、「朕、三諸岳
(11
三輪山）の神の形
ふ
む
と
幻
ふ
。謎‘叩が双
に
5ぎ
たり
。
雌
ら
印
き
g男
ま9J
こたま9
こ
J2まか
て来」とのたまふ。採裏、答へて日さく、「試に往
り
とらすな
はの
ほをクっ
と
ら
て
捉へ
む
」とまうす
。
乃ち三諸岳に登り、大蛇を捉取
みたてまっ
．
おいみ
へて、天皇に
示せ奉る。天皇、齋戒したまはずー其の
か
四蔽”
て、
再酎感デ
。
天皇、
か郎Jみ
たま
ひて、畝を
おほみ
お＇ぇとの
かく
をか
蔽
ひて
見たまはずして、
殿中に却入
れたまひぬ。岳
に
もらたな
碑たしめ
たまふ。即りて改めて名を賜ひ5か彫どす。
蛇の目の光は、異常なまでに強調されていて、雄略天
皇
は雷にも似たその大蛇の目
の
輝きに射すくめられてし
ま
う。
一
「伍りて名を賜ひ
て、雷となしき」
の
解釈には、従来
、6
4
二通りの解釈
があ
ろ。岳に雷と名を改め賜わったと解す
l
るものと、姓氏録、山城諸蕃に「小子部雷
」とあること
すが
から、煉裏に雷と名を改め賜わったとすろ二通りの解釈であ
る。しか
し、どちらの説を取るにしても、三輪山の
蛇の目の光に基
づいて雷という名
が付けられたのである
。
そしてこの話
は、
蛇の目の光から雷とい
う名が生まれた
ことを示すも であろ。
r日本書紀Lの、大己貴命と少彦名命との国造りを、
大三輪の神が助けた話があろ。時に、神
しき光海に照して、忽然に浮び来る
者有り。
とあろ。
日はく、
「如し吾在らずは、汝何ぞ能＜此の國を平け
ましゃ。
吾が在ろに由りての故
に、
汝其の大きに造ろ
績を建つこと得たり」といふ。
是の時に、大己貴神問
ひて曰はく、
「然
らば汝は是誰ぞ」とのたまふ。
封ヘ
て曰はく、
「吾は是汝が幸魂奇魂なり
」と
いふ。
大己
貴神の日
「唯然なり。
廼ち知りぬ、汝は是吾が
幸魂奇魂なり。今何虞にか住まむと欲ふ」とのたまふ。封へて曰はく、云
Uは日本國
の
一＿＿諸山
に住ま
むと欲ふ」
といふ。
故、
即ち宮を彼虞に営りて、
就きて居しまさ
しむ。
此、
大三輪の神なり。
此の神の子は、即 甘茂
君等·大三輪君等、
又姫踏蜻五十鈴姫命なり。
先の『
日本書紀A雄略天皇七年秋七月の記事の、
三輪
山の神が
蛇神であ
ったことから、
こ
の大三輪の神は蛇神
ぁ
であるこ
とが
わかる。
そして、
「
神しき光海に照して、
忽然に浮ぴ来る者有り」といふ表現におけろ「神しき光
」
とは、
すなわち蛇の目の光であったのであろ。
大三輪の神の子は、
加茂君等・大三輪君等・姫踏誦五
十鈴姫である。
大三輪の神
の子の中に、
加茂君等がいる
ことは
注目に値する。
山城国逸文風土記の賀茂社創建證に登場する賀茂建角
身命は、
この大三輪
神の子で
ある加茂君等の流れをくむ
角
ものである
と思う。すなわち、
この賀茂建角身命は
、蛇
神としての
大三輪神の
流れをくむから
には
、蛇神として
捉えるこ
とができる。
この
角身を
円錐形をした角が身体
そのものになっていると捉えるなら、
それ
は蛇の頭の三
角形の象徴として 意味をもつものではないだろうか。あるいは、トグロを巻いた蛇の円錐形
としての象徴で
あ
ったのではないか。
そして、加茂・賀茂
・鴨と書かれる地が多く川の合流点(r播磨
はしか
風土記
Aの端鹿の111尻
と鴨川の会う川合の里、『山
城風土記
4の葛野
川と賀茂川の会う所など）にあろという事実も、
川の合流する地域
が、円錐形というトグロ状の蛇の
象徴そのも
のであったからであろ。▽い
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•'この賀茂建角身命が、神倭石余比古の御前に立ちまし
て、大倭の葛木山の峯に宿ったのも、
蛇の象徴物であっ
た葛に引きつけられたということができる。葛は、つる草で、先 見たように、蛇の象徴物であった。，日本書
とtいた
紀Lの素芙嗚尊の大蛇退治の記事 おけろ、「期に至
かや
直に
iつかへ
りて果して大蛇有り。頭尾各八岐有り。・・・・・松柏、そびら
お
やをやたあはわ
背上
に
生ひて、
八丘八谷の間に蔓延れ
り」という表現の
「蔓」に蛇の身体そのものの形容がなさ
れている
のも、
つる草が、蛇そ も として捉えられていたこ を物語るものである。
天神の降下する際にカツラの木に降下し、またカツラ
の側に立
つ
ことが多い（日本古典文学大系r日本雹紀L
)
と指摘されているが、カツラは、 ともと、つる植物のか？り
かつb
蕊をさしたものが、後に桂の木をもさすようにな 、葛
か？り
と桂が、共に蛇の象徴物として 意味を持つ ったの
で
はないかと思う。
天神がかつらの木に降下する例として、
9
古事記Lに、
兄の釣針をなくした火遠理命が、塩椎神に教えられて海神の宮に行き、そこの神型
な桂の木
に登っているのを、
召使に見つけられ
、海神の娘の豊玉毘売に会うという話
がある
。塩椎神
は
、
「鎚ヽぶ四釦が加
に
記紅臓が知さ
む」
といって、竹で固く編んだ、すきまのない小舟を造り、
そ
の舟に火遠理命を乗せて流す。この
竹が、先に見によ
うに、蛇に見たてられた植物とすれば、塩
椎神によって
蛇神としての力をそ
なえられ
たということができる。こ
の竹
の舟の話は、先に見た『
日
本霊異記L上巻第三の話
は
し
と酷似する
。
そこで
は、雷は、「汝に寄せ子を胎ま令め
て報い
む
。故、我が為に楠の船を作
り水を
入れ、竹の葉
を乏ぺて賜へ
」
とぢっている。r日本霊異記Lの話にお
いても、竹は蛇 象徴物としての役目を担っていろのである
。
この火遠理命は、また、水を支配する呪力をもった玉
を入手する。この天も蛇の目の象徴であったのではないか。蛇神として
の性格を持つ火遠理命
は
、玉依毘売によ
って次のように歌われ
る。
(r古平記」の表記と『日本
書紀Aの表記の両万を示す）
r古事記し
赤玉は
緒さへ光れど
白玉の
君が装
し蛍
くありけり
r日本蜜紀」
赤玉の
光はありと
人は言へど
君
が装し
貸く
あ
りけり
両者に共通する形容は、
赤玉の光である
。赤は、蛇神と
深く結びついた色であり、赤玉
の
光は、蛇の目の光に
た
とえられたのである。それは先に見たように、古代人
の
蛇の目の光に対する畏敬なのであ
る。蛇神としての性格
9
.入＂
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さ て 、
話 を
、
雷 は 蛇 か ら 生 ま れ る と い う 話 に も ど そ う 。
『古
事 記 t に お い て 、
伊邪那美神は、
大 八 島 國 を 産 ん
だあと、
さまざまな神を生むが、
火 之 迦 具 土 神 を 生 ん だ
時に火傷を負って死ぬ。
そして、
伊 邪 那 岐 神 が 、
十 拳 剣
を 抜 い て 、
その火之迦具土神を斬ろと、
刀の先についた
血が楊津石村に走り就いて生
ま れ た の が 、
石 折 神 ・ 根 折
神であり、
次 に 刀 の 本 に つ い た 血 が 湯 津 石 村 に 走 り 就 い
て 生 ま れ た
神が、
建 御 雷 之 男 神 で あ ろ と い う こ と が 害 か
れている。
こ こ で 問 題 と な ろ の は 、
雷神であろ石折神・
根折神・建御雷之男神は、
細につい
た 血 が 、
湯 津 石 村
^ 
を も つ 火 遠 理 命 が 、
こ の よ う に 歌 わ れ ろ の も 当 然 で あ っ
たのであろ。
さらに、
桂
の木に降下す
ろ
例 と し て 、 9 古 事 記 」 に お
い て 、
天照大御神と高御産巣日神が天若日子を葦原中国
に派遣したが、
天若日子が、
長 い 間 、
復 命 し て こ な い の
で 、
雉を菟原中国に遣わす話がある。
命 令 を 受 け た 雉 は 、
高天原から苺原中国に降りて来て、
天 若 日 子 の 住 む 家 の
門にあろ神聖な桂の木の上にとまろ。
こ の 雉 は 、 字 か ら
も推測できるが、
蛇 の 象 徴 物 と し て の 矢 を 名 に
もつも
の
で あ
る。
矢 は 、
その形が蛇に類似していろ。
しり
ー［
（岩石）を媒介として生まれたということである。
先 に
見たように、
籾 を
蛇 の 象 徴 物 と し て 捉 え ろ な ら
、石
折
神
・ 根 折 神 ・ 建 御 雷 之 男 神 は 、
細 と し て 具 現 さ れ た 蛇 か ら
生まれ、
その蛇の威力を根本にそなえていろものである
と 捉 え る こ と が で き ろ 。
建 御 雷 神 が 、
出 雲 の 伊 那 佐 の 小
浜に降り、
十掬姻を抜いて、
柄 の 方 を 浪 の 穂 に 刺 し 立 て 、
その細の先にあぐらをかいて坐り、
大 国 主 神 と 交 渉 し 、
出雲の神々を征服すろという話も、
建 御 雷 神 と い う 雷 神
が 、
蛇の象徴物としての効の威
力 を 兼 ね そ な え て い た か
ら で あ ろ 。
ま た 、
建 御 雷 神 の 親 が 、
伊都
之 尾 羽 張 神 で あ
り、
この神は、
伊 邪 那 岐 命 が 、
火 神 の 迦 具 土 神 を 斬 っ た
ときの太刀の神であろか
ら、
建御雷神は
蛇
の 象 徴 と し て
の 太 刀 の 神 で あ ろ 伊 都 之 尾 羽 張 神 か ら
生ま
れ た と 解 す る
ことができろ。
そ し て 、
こ
の蛇神としての伊都之尾羽張
神 が 、 天 の 安 河 の 水 を 逆 に 塞 き あ げ て 道 を ふ さ い で い るということは、
先 に 掲 げ た 道 場 法 師 の 話 や 大 井 子 の 話 と
共通性をもつ。
すなわち、
蛇 神 が 用 水 路 の 開 塞 を 司 ど る
ということである。
．
r日
本 魯 紀
L 雄 略 天 皇 七 年 秋 七 月 の 記 事 や 、
こ の r
古
事 記 L の 話 は 、
雷 神 が 、
蛇神から生まれるものであると
いうことを示すものであり、
雷 神 に 対 す る 蛇 神 の 侵 位 性
を明らかにすろものである。
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『日
本書紀し推古天皇二十六年の、
河辺臣が安芸国で
t
舶を造ろために、
木を切ろうとすると、
その木が露震の
木であって、
落ちかかる雷を朗を案じて威嚇すろと、
雷
危
は小さい魚の姿になって木の枝に落ちた話や、『
大鏡し
の、
菅原道真が雷になって清涼殿に落ちかかった時、
本
院のおとどが太刀 抜きかけ
て、
院みつけて一度は鎮ま
らせた話などはへ雷に対する蛇の象徴物としての細の優勢を物語ろものであり、
それは、
すなわち、
雷神に対す
ろ蛇神の優位性を示すもの る。
研究室受贈図書雑誌目録ー
（昭和五十四年一月1五十五年一月）
学）
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れていろことなど、
御教示にあずかれば幸いであろ。
（本学教授
赤羽
単行本
東北大学所蔵和漠害古典分類目録・和書下（東北大学附
閥図書館）
中国字書史の研究（福田襄之介）日本昔話通観
第一九巻
蛇神と雷神は、
農耕と密接に結ぴついた存在であるが、
道中袖鏡の東海道（赤羽根秀一
）
雷神は、
蛇神から生まれ、
蛇神は雷神に対して優位性を
雑誌•紀要
もっていろのであろ。
そして、
農耕において水を支配す
愛文
第十五号（愛媛大）
ろのは、
まさしくこの蛇神なのであ
る。
青山語
第九号（青山学院大）
附記
訓読引用はすぺて日本古典文学大系所収本によ
跡見学園短期大学紀要
第十五集
ろ。
（本学国文科三年在学）
宇部国文研究
第十号（宇部短大）
本論は、
蛇神と雷神の関係に触れ、
蛇神は雷神より優
愛媛国文と教育
第十号（愛媛大）
位に立つことを証明したものであ
る。
こうし
た
テーマは、
大阪樟蔭女子大 論集
第
十
六号
既に先学の説く所で、
事新しい問題ではないが、
さまざ
大妻国文
第十号（大妻女子大）
まな説話を―つ
の見地か
ら関連づけ、
直接物に触れて図
各地方言親族語彙の言語
社会学的研究①（国
立国語研
を考えろなどの工夫が見られろ。
考えは単純素朴である
究室）
が、
将来が期待される。
足らぬ所あろいは、
既に述べら
学芸紀要
第二十八巻（徳島大学教育学部
